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1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 252,322 10.9 22,011 43.2 22,174 35.9 15,889 32.3

2021年3月期 227,440 △19.0 15,372 △47.1 16,321 △42.7 12,014 △31.7

（注）包括利益 2022年3月期　　20,282百万円 （0.4％） 2021年3月期　　20,203百万円 （193.7％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 65.53 ― 7.4 6.6 8.7

2021年3月期 49.52 ― 5.8 4.9 6.8

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 △24百万円 2021年3月期 △27百万円

(注)潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 337,275 218,897 64.9 909.00

2021年3月期 332,028 211,895 63.8 873.42

（参考） 自己資本 2022年3月期 218,897百万円 2021年3月期 211,895百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 16,419 △6,096 △19,033 133,904

2021年3月期 24,587 △3,116 △22,950 137,053

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 22.50 ― 22.50 45.00 10,917 90.9 5.3

2022年3月期 ― 22.50 ― 22.50 45.00 10,878 68.7 5.0

2023年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

(注)2023年3月期の配当予想額は未定であります。

3. 2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 130,000 3.2 10,000 △16.9 9,000 △26.7 6,500 △26.2 27.15

通期 270,000 7.0 27,000 22.7 25,000 12.7 17,500 10.1 73.14



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　有

新規 ― 社 （社名） ― 、 除外 1 社 （社名） Casio Holdings,Inc.

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料P.11「会計方針の変更」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 249,020,914 株 2021年3月期 259,020,914 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 8,208,844 株 2021年3月期 16,416,422 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 242,481,488 株 2021年3月期 242,591,244 株

(注)1株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、添付資料P.15「１株当たり情報」をご覧ください。

（参考）個別業績の概要

2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 185,241 14.9 4,754 ― 20,880 197.1 19,011 127.2

2021年3月期 161,287 △24.0 △2,454 ― 7,028 △62.8 8,366 △41.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 78.40 ―

2021年3月期 34.49 ―

(注)潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 265,257 169,055 63.7 702.02

2021年3月期 265,944 165,219 62.1 681.03

（参考） 自己資本 2022年3月期 169,055百万円 2021年3月期 165,219百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「１. 経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」をご覧ください。

2.決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。

(注)個別業績については、百万円未満切捨て表示となっております。
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１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

（当期の経営成績）

当期における内外経済は、北米を中心に新型コロナウイルス感染症による影響からの回復傾向

が見られた一方、半導体を中心とした部品不足、原材料・エネルギー価格高騰が長期化すること

でサプライチェーンの混乱が続きました。加えて、年度後半における中国での感染症拡大による

都市のロックダウン、ロシア・ウクライナ情勢の悪化などにより、先行き不透明感が一層強まる

状況となりました。

この環境下、当期の売上高は、時計が１,５２２億円、コンシューマが８１１億円、システム

が１３３億円、その他が５５億円で２，５２３億円となりました。

時計は、東南アジア地域における部材メーカー稼働制限に伴う生産影響、中国の感染症拡大影

響などを受けましたが、北米を中心に需要は回復傾向にあり、増収となりました。「Ｇ－ＳＨＯ

ＣＫ」は『２１００』シリーズがグローバルに人気を博し、『ＭＲＧ－Ｂ５０００』や『ＧＭＷ

－Ｂ５０００Ｄ』など高価格帯の製品も好調に推移しました。

教育は、中南米を中心に休校や在宅授業が続きましたが、インドや中近東で対面授業が一部再

開したことによる需要を取り込むなど、電卓、辞書ともに増収となりました。楽器は想定以上の

部材・物流費高騰の影響を受けましたが、「Ｓｌｉｍ＆Ｓｍａｒｔ」モデルが好調に推移し増収

となりました。

システムは、主な市場である国内において、コロナ影響による商談の延期などを受け、減収と

なりました。

営業利益は、時計が２７８億円、コンシューマが５９億円、システムが△２２億円、その他が

３億円、調整額が△９８億円で２２０億円となりました。

また、経常利益は２２１億円、親会社株主に帰属する当期純利益は１５８億円、１株当たり当

期純利益（ＥＰＳ）は６５円５３銭となりました。

（今後の見通し）

今後の世界経済の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響からは引き続き回

復基調を見込んでおりますが、長期化する半導体不足や物流コスト、各種原材料、エネルギー価

格の高騰、及び各国での物価上昇や中国の景気減速、ロシア・ウクライナ情勢による世界経済へ

の影響が懸念されます。

このような状況の中、当グループは、強い事業においては積極投資による事業領域・規模拡大

と収益性の向上を図る一方で、課題事業の再構築を進めるなど、市場の変化に対して事業への影

響を最小限に留めるべく、中長期の成長戦略に基づき、変化に耐えうる強固な収益基盤の構築を

目指してまいります。

主な施策は以下の通りです。

① 時計事業は、「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」の売上構成比向上とロイヤルカスタマー拡大、及び自社ＥＣ

販売比率向上により、収益体質を強化するとともに、エリア別成長ポテンシャルに応じた中期

戦略を推進し、事業最大化

② 教育事業は、あらゆる教育環境に対応した商品（ハード・ソフト）の提供で、世界の教育に貢

献。楽器事業は、「Ｓｌｉｍ＆Ｓｍａｒｔ」のラインアップ強化により、Ｅｎｊｏｙｍｅｎｔ

（自分で楽しむ）市場を更に顕在化させ、事業体質強化

③ 新規事業は、選択と集中により効果的なリソースの投入を行い、事業化促進
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④ ユーザー／事業／企業という３階層でＤⅩを実行し、カシオの未来をデジタル／データの力で

切り拓く活動を更に加速

⑤ 自社の存在価値を起点に１０年程度のスパンで会社の方向性を定め、目指す姿に立脚したバッ

クキャストで抜本的な成長戦略を策定し、中長期の成長戦略に基づくダイナミックな投資やリ

ソース配分を実現するＣ３０プロジェクトの推進

現時点での２０２３年３月期の業績見通しは、以下の通りです。

（連結業績見通し）

売上高 ２，７００億円（前期比 ＋ ７．０％）

営業利益 ２７０億円（前期比 ＋ ２２．７％）

経常利益 ２５０億円（前期比 ＋ １２．７％）

親会社株主に帰属する当期純利益 １７５億円（前期比 ＋ １０．１％）

次期の為替水準は１ＵＳ＄＝１２０円、１ユーロ＝１３２円を想定しております。

なお、Ｃ３０プロジェクトの実現に向けて、２０２４年３月期を初年度とし、２０２６年３月

期を最終年度とする中期経営計画の策定を現在進めており、２０２３年度期初の公表を予定して

おります。

(2) 当期の財政状態の概況

当期末の総資産は、棚卸資産の増加などにより、前連結会計年度末比５２億円増加の３,３７２

億円、純資産は、前連結会計年度末比７０億円増加の２,１８８億円となり、その結果、自己資本

比率は前連結会計年度末比１．１ポイント増の６４．９％に上昇しました。

キャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フローは１６４億円の収

入、投資活動によるキャッシュ・フローは６０億円の支出、財務活動によるキャッシュ・フロー

は１９０億円の支出となり、その結果、当期末における現金及び現金同等物は１,３３９億円とな

り、十分な流動性資金を確保しております。

当グループは今後も引き続き事業資産の効率的運営の徹底を図り、安定的かつ強靭な財務体質

の構築に取り組んでまいります。

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様の利益を維持・拡大することを重要な経営課題と位置付けており、安定配

当の維持を基本に、利益水準、財務状況、配当性向、将来の事業展開・業績見通しなどを総合的

に勘案した上で、成果配分を決定しております。

上記方針を踏まえ、１株当たりの期末配当金につきましては、２２円５０銭といたしました。

この結果、当期の１株当たりの年間配当金は、既に実施しております中間配当金２２円５０銭と

合わせて、４５円となります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日

本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

　なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 94,976 98,093

受取手形及び売掛金 28,883 ―

受取手形 ― 242

電子記録債権 990 1,190

売掛金 ― 27,583

有価証券 45,499 37,000

製品 35,999 44,829

仕掛品 5,331 5,704

原材料及び貯蔵品 8,071 10,284

その他 5,112 6,462

貸倒引当金 △598 △619

流動資産合計 224,263 230,768

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 57,639 58,673

減価償却累計額 △43,031 △44,358

建物及び構築物（純額） 14,608 14,315

機械装置及び運搬具 13,809 15,030

減価償却累計額 △11,466 △12,249

機械装置及び運搬具（純額） 2,343 2,781

工具、器具及び備品 34,662 34,869

減価償却累計額 △31,826 △32,123

工具、器具及び備品（純額） 2,836 2,746

土地 33,002 33,046

リース資産 8,045 8,447

減価償却累計額 △4,037 △4,566

リース資産（純額） 4,008 3,881

建設仮勘定 253 616

有形固定資産合計 57,050 57,385

無形固定資産 8,663 9,920

投資その他の資産

投資有価証券 19,661 16,496

退職給付に係る資産 15,179 15,849

繰延税金資産 5,195 5,268

その他 2,055 1,617

貸倒引当金 △38 △28

投資その他の資産合計 42,052 39,202

固定資産合計 107,765 106,507

資産合計 332,028 337,275
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,920 19,235

短期借入金 153 235

1年内返済予定の長期借入金 3,634 8,000

未払金 16,885 15,988

未払費用 11,973 12,328

未払法人税等 1,828 2,429

契約負債 ― 4,841

製品保証引当金 740 720

事業構造改善引当金 1,342 1,082

その他 7,747 6,808

流動負債合計 65,222 71,666

固定負債

長期借入金 49,500 41,500

繰延税金負債 1,291 1,291

事業構造改善引当金 600 320

退職給付に係る負債 558 653

その他 2,962 2,948

固定負債合計 54,911 46,712

負債合計 120,133 118,378

純資産の部

株主資本

資本金 48,592 48,592

資本剰余金 65,056 50,137

利益剰余金 119,445 124,416

自己株式 △24,820 △12,263

株主資本合計 208,273 210,882

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,522 2,626

為替換算調整勘定 △3,577 3,705

退職給付に係る調整累計額 2,677 1,684

その他の包括利益累計額合計 3,622 8,015

純資産合計 211,895 218,897

負債純資産合計 332,028 337,275
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

売上高 227,440 252,322

売上原価 129,279 142,295

売上総利益 98,161 110,027

販売費及び一般管理費 82,789 88,016

営業利益 15,372 22,011

営業外収益

受取利息 348 393

受取配当金 196 257

為替差益 615 ―

その他 369 239

営業外収益合計 1,528 889

営業外費用

支払利息 233 221

為替差損 ― 198

その他 346 307

営業外費用合計 579 726

経常利益 16,321 22,174

特別利益

固定資産売却益 4 5

投資有価証券売却益 6,201 1,560

特別利益合計 6,205 1,565

特別損失

固定資産除却損 53 32

減損損失 161 710

投資有価証券評価損 44 87

事業構造改善費用 3,213 ―

特別退職金 1,147 ―

特別損失合計 4,618 829

税金等調整前当期純利益 17,908 22,910

法人税、住民税及び事業税 5,414 5,663

法人税等調整額 480 1,358

法人税等合計 5,894 7,021

当期純利益 12,014 15,889

親会社株主に帰属する当期純利益 12,014 15,889
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

当期純利益 12,014 15,889

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 67 △1,896

為替換算調整勘定 3,913 7,282

退職給付に係る調整額 4,209 △993

その他の包括利益合計 8,189 4,393

包括利益 20,203 20,282

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 20,203 20,282

非支配株主に係る包括利益 ― ―
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(3) 連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 48,592 65,042 118,347 △24,875 207,106

当期変動額

剰余金の配当 △10,916 △10,916

親会社株主に帰属
する当期純利益

12,014 12,014

自己株式の取得 △5 △5

自己株式の処分 14 60 74

自己株式の消却 ―

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 ― 14 1,098 55 1,167

当期末残高 48,592 65,056 119,445 △24,820 208,273

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 4,455 △7,490 △1,532 △4,567 202,539

当期変動額

剰余金の配当 △10,916

親会社株主に帰属
する当期純利益

12,014

自己株式の取得 △5

自己株式の処分 74

自己株式の消却 ―

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

67 3,913 4,209 8,189 8,189

当期変動額合計 67 3,913 4,209 8,189 9,356

当期末残高 4,522 △3,577 2,677 3,622 211,895
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 48,592 65,056 119,445 △24,820 208,273

当期変動額

剰余金の配当 △10,918 △10,918

親会社株主に帰属
する当期純利益

15,889 15,889

自己株式の取得 △2,455 △2,455

自己株式の処分 20 73 93

自己株式の消却 △14,939 14,939 ―

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 ― △14,919 4,971 12,557 2,609

当期末残高 48,592 50,137 124,416 △12,263 210,882

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 4,522 △3,577 2,677 3,622 211,895

当期変動額

剰余金の配当 △10,918

親会社株主に帰属
する当期純利益

15,889

自己株式の取得 △2,455

自己株式の処分 93

自己株式の消却 ―

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△1,896 7,282 △993 4,393 4,393

当期変動額合計 △1,896 7,282 △993 4,393 7,002

当期末残高 2,626 3,705 1,684 8,015 218,897
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 17,908 22,910

減価償却費 11,076 11,392

減損損失 161 710

固定資産除売却損益（△は益） 49 27

投資有価証券売却損益（△は益） △6,201 △1,560

投資有価証券評価損益（△は益） 44 87

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △571 57

受取利息及び受取配当金 △544 △650

支払利息 233 221

為替差損益（△は益） △951 △106

持分法による投資損益（△は益） 27 24

売上債権の増減額（△は増加） 4,792 2,075

棚卸資産の増減額（△は増加） 5,587 △7,946

仕入債務の増減額（△は減少） △3,042 △2,633

未払又は未収消費税等の増減額 164 △207

その他 392 △1,622

小計 29,124 22,779

利息及び配当金の受取額 599 623

利息の支払額 △233 △222

特別退職金の支払額 △274 △1,137

法人税等の支払額 △4,629 △5,624

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,587 16,419

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △374 △1,436

定期預金の払戻による収入 362 741

有形固定資産の取得による支出 △3,620 △4,151

有形固定資産の売却による収入 553 529

無形固定資産の取得による支出 △4,706 △6,823

投資有価証券の取得による支出 △6,007 △4

投資有価証券の売却及び償還による収入 10,648 4,882

その他 28 166

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,116 △6,096

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △33 82

長期借入れによる収入 15,000 ―

長期借入金の返済による支出 △25,000 △3,831

自己株式の取得による支出 △7 △2,455

リース債務の返済による支出 △1,994 △1,911

配当金の支払額 △10,916 △10,918

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,950 △19,033

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,218 5,561

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,739 △3,149

現金及び現金同等物の期首残高 134,314 137,053

現金及び現金同等物の期末残高 137,053 133,904
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客

に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識するこ

ととしております。これにより、顧客と約束した対価に変動対価が含まれる場合、変動対価の額

に関する不確実性が事後的に解消される際に、解消される時点までに計上された収益の著しい減

額が発生しない可能性が高い部分に限り、変動対価を取引価格に含めております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積

的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を

適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の

期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会

計方針を遡及適用しておりません。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及

び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形」及び「売掛金」に含めて表示し、「流動負債」

に表示していた「その他」は、当連結会計年度より、「契約負債」及び「その他」に含めて表示

しております。ただし、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結

会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結損益計算書

は、売上高は1,585百万円減少し、販売費及び一般管理費は1,585百万円減少しております。な

お、当連結会計年度の連結株主資本等変動計算書の利益剰余金の当期首残高に与える影響はあり

ません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融

商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な

取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することと

しております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。
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(セグメント情報)

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取
締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって
いるものであります。

当社は、製品、サービスの内容及び販売市場、顧客の種類により「時計」、「コンシュー
マ」、「システム」及び「その他」の４つを報告セグメントとしております。

各報告セグメントに属する主要な製品及びサービスの種類は次のとおりであります。
時計……………ウオッチ、クロック等
コンシューマ…電子辞書、電卓、電子文具、電子楽器等
システム………ハンディターミナル、電子レジスター、経営支援システム、データプロジェ

クター等
その他…………成形部品、金型等

当連結会計年度より、従来「コンシューマ」に含まれていた「時計」について、コンシュー
マ事業における事業分野、収益構造を明確にするため、報告セグメントとして記載する方法に変
更しております。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については変更後の区分により作成しており、「３．
報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報」の前連結
会計年度に記載しております。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用さ

れる会計方針と概ね同一であります。セグメント間の内部収益は市場実勢価格に基づいておりま
す。

「（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」に記載のとおり、当連結会
計年度に係る連結財務諸表から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を
変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「時計」の売上高は660百万円減少
し、「コンシューマ」の売上高は900百万円減少し、「システム」の売上高は25百万円減少して
おります。セグメント利益又は損失に与える影響はありません。
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３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日) (単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２時計 コンシューマ システム その他 合計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 131,302 72,701 18,682 4,755 227,440 ― 227,440

(2) セグメント間の内部
売上高

0 0 38 6,298 6,336 △6,336 ―

計 131,302 72,701 18,720 11,053 233,776 △6,336 227,440

セグメント利益
又は損失（△）

23,120 5,411 △4,849 288 23,970 △8,598 15,372

セグメント資産 103,537 83,101 25,809 14,057 226,504 105,524 332,028

その他の項目

　減価償却費 4,564 3,580 1,937 336 10,417 659 11,076

　のれんの償却額 61 ― ― ― 61 ― 61

　持分法適用会社への投資額 ― ― ― 231 231 ― 231

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

3,335 3,204 1,593 292 8,424 1,065 9,489

（注）１. 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△8,598百万円には、各報告セグメントに配分していない全社
費用△8,598百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管
理部門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

(2) セグメント資産の調整額105,524百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産105,565百
万円が含まれております。

(3) 減価償却費の調整額659百万円は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産の減価償却費であ
ります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,065百万円は、報告セグメントに帰属しない管理部
門の設備投資額であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日) (単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２時計 コンシューマ システム その他 合計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 152,278 81,186 13,307 5,551 252,322 ― 252,322

(2) セグメント間の内部
売上高

0 0 48 7,959 8,007 △8,007 ―

計 152,278 81,186 13,355 13,510 260,329 △8,007 252,322

セグメント利益
又は損失（△）

27,863 5,917 △2,268 367 31,879 △9,868 22,011

セグメント資産 124,380 81,138 19,937 12,482 237,937 99,338 337,275

その他の項目

減価償却費 4,591 3,732 1,651 473 10,447 945 11,392

のれんの償却額 34 ― ― ― 34 ― 34

持分法適用会社への投資額 ― ― ― 207 207 ― 207

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

4,728 4,387 1,557 375 11,047 1,917 12,964

（注）１. 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△9,868百万円には、各報告セグメントに配分していない全社
費用△9,868百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管
理部門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

(2) セグメント資産の調整額99,338百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産99,507百万
円が含まれております。

(3) 減価償却費の調整額945百万円は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産の減価償却費であ
ります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,917百万円は、報告セグメントに帰属しない管理部
門の設備投資額であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 873円42銭 １株当たり純資産額 909円00銭

１株当たり当期純利益 49円52銭 １株当たり当期純利益 65円53銭

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 211,895 218,897

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 211,895 218,897

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数（千株）

242,604 240,812

３. １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 12,014 15,889

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

12,014 15,889

普通株式の期中平均株式数(千株) 242,591 242,481

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


	2022年3月期決算短信〔日本基準〕（連結）
	○添付資料の目次
	１．経営成績等の概況
	２．会計基準の選択に関する基本的な考え方
	３．連結財務諸表及び主な注記
	(1) 連結貸借対照表
	(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書
	(3) 連結株主資本等変動計算書
	(4) 連結キャッシュ・フロー計算書
	(5) 連結財務諸表に関する注記事項





